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第
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回
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葛
飾
図
書
館
友
の
会
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総
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開
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の
お
知
ら
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「
友
の
会
」
は
こ
の
４
月
で
９
年
目
の
活
動
に
入
り
ま
す
。
第
９
回
葛

飾
図
書
館
友
の
会
総
会
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
会
員
の
方
々
は
２

時
よ
り
、
友
の
会
活
動
に
ご
興
味
・
ご
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
午
後
３
時
よ

り
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
に
参
加
下
さ
い
。
即
日
入
会
も
可
能
で
す
。
詳

し
く
は
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 
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「葛飾図書館友の会」が『広報かつしか』で紹介される 
        一緒にボランティア活動をしませんか 

５の付く日に発行されている「広報かつしか」平成２８年２月２５日号の“協働のまち かつしか”欄に当会が紹介

されました。この欄は昨年末から毎月２５日に掲載されはじめたもので、区内の「地域をより住みやすく、より良いま

ちにしようと考えて『協働』の取り組み」をしている団体などを取り上げています。 

「葛飾図書館友の会」の会則には“区立図書館でのボランティア活動や学習会・交流会などを通じて、区民のための

人づくり・まちづくりとして、また生涯学習の場として図書館を守り育てる”と

明記されており、既に当会は昨年、区から「葛飾協働まちづくり表彰」を受賞し

ています。現在、定例化している活動は毎月１回の中央図書館内での図書の清

掃・整理、幼児向けの「お話会」、一般向けのナイトシアター（映画会）、クラ

シック音楽を中心としたＣＤ・ＤＶＤコンサートや２ヶ月に１回のキーワード読

書会の開催などです。さらに中央図書館主催の講演会への来館者を会場に誘導す

る活動もあります。また毎年１１月には「友の会ウィーク」を開催して「友の会」

による講演会や図書館で活動している団体の企画や成果を発表するイベントを

行っています。なお会員には毎月のイベント情報や季刊会報紙「友の会通信」が

送られます。ご興味のある方は是非、友の会会員としてボランティア活動を一緒

に進めましょう。（入会手続きなどについては４面をご覧ください） 

総会終了後 

今年もやります！ライブラリーカフェ 
本好き、図書館大好きが集まって 

お茶を飲みながら楽しくおしゃべり 

４月２３日（土） 午後３時～  会議室１ 

友の会の紹介や図書館の書架整理体験もあります 
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葛飾図書館友の会 

編集  広報委員会 

発行責任者 阿部 京子
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こすげ地区図書館見学 

学校の敷地内に３月にオープン、前には中学校も 
     明るい館内が新鮮、蔵書に地域の特徴を考慮 

オープンを１週間後に控え、その準備に忙しい職員の方に、館内を案内し

てもらいました。京成線堀切菖蒲園駅または常磐線綾瀬駅からそれぞれ徒

歩で１０数分。川の手通りから少し引っ込んだ小菅３丁目にあります。綾

瀬中学校の向かいに位置するこすげ小学校の敷地内に、体育館と隣り合わ

せの場所に建てられた４００㎡の白亜の図書館。館内に入った途端、四方

から日差しが入り、その明るさにまず目を見張りました。またこの図書館

が採用したというイスのカバーや書棚を示した分類表示パネルなどの色は

薄緑に統一され、若々しさを強調しています。 

 入り口には特集本や新刊本を面出しする特注の展示棚が来館者を出迎え

ます。ほとんどが新規購入されたピカピカの１万４千冊の一般書エリア、

８千冊を揃えた児童書のエリアやえほんコーナー、図書交流室から成っています。ＣＤは１千点以上。 

 場所柄、児童書の比率を高めに充実させるとともに、シニア層にも使いやすいように、医学・健康関連と趣味を扱っ

た書棚を向かい合わせるという配慮もされています。最新版の旅行ガイドブックや、また地区図書館では初めてという

インターネット・パソコンも１台置いてありました。えほんコーナーは床暖房完備で、下駄箱には子どもたちが脱いだ

履物を入れやすいように可愛い両足の靴あとがあしらってありました。 

親子連れにも安心の配慮と広い交流室 
 入り口左の雑誌・新聞が置いてあるコーナーからは児童書エリアやえほんコーナーの様子

が一望出来、親子連れでも安心して利用できます。スペースの関係上、閲覧席は窓際６席し

かありませんが、いつも満席になることでしょう。図書交流室ではおはなし会や学級招待、

保育園招待、プロジェクターを利用したブックトーク、さらにはパネルの展示を含め、臨時

閲覧室やギャラリーのような利用も考えているとのこと。書棚と書棚の間は広くゆったりと

しており、まだまだ本が並べられるスペースがありました。今後数年のうちにさらに７千冊

増やし、３万冊の蔵書を持つ予定といいます。「こすげ地区図書館」は区内１３番目の図書

館として、小菅地区の区民を結ぶオアシスになっていくことでしょう。３月２６日のオープ

ンイベント及び翌２７日の記念講演会に友の会会員が自転車整理や誘導に協力しました。 

 

 
今年も熱戦で盛り上がった「新春かるた大会」 

1 月 3 日(日)の暖かく晴れた午後、友の会主催の「新春かるた大会」が開催されました。すでに４回目とあ

って周知度も高まったためか、参加者は小・中・高校生１５人に保護者や一般の方々１５人。さらに橋本館長

を始め、図書館および友の会スタッフ１１名を加えた計４１名という盛況ぶりでした。＜かつしかＦＭ＞の取

材も入りました。大会前の朝野友の会会長のギターが醸すなごやかな雰囲気は、いよいよかるたの勝負に入る

と楽しくもキリリと緊張した空気に一変。序盤の「かつしか郷土かるた」で活躍の低学年の児童の目も真剣そ

のものでした。次にこれも恒例「坊主めくり」を経て、大人と中高校生中心の「小倉百人一首」ではさらにヒ

ートアップ。ちらし取りでのグループ予選を勝ち抜いた２名対２名の紅白

戦での優勝者は高校一年生の女子でした。聞けばクラブ活動でかるたをや

っているとのこと。圧勝の結果にもうなづかれるものでしたが、反面、レ

ベルの差を考慮したクラス分けが必要かなど、今後への運営方法を考え得

る一助となりました。昨今話題の競技かるたに打ち込む高校生を描いたコ

ミック『ちはやふる』(映画の公開も)の影響も少なくないのかもしれませ

ん。なお今年の友の会からの賞品は１位から 4 位までにそれぞれ図書券

や図書館バッグ。他の皆さんにも会員からの記念品や図書館からのグッズ

などの提供があり、熱戦のひとときが締めくくられました。 
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季刊誌の発行、毎月の活動イベント案内を郵送・メールでお知らせ 
 広報委員会は友の会の活動を友の会会員や図書館を利用している皆様に知って

いただくために様々なメディアを活用して活動をしています。 

友の会の季刊紙として年４回「葛飾図書館友の会通信」を発行。友の会会員に郵送

やメールで送信、区内図書館にも配架しています。随時編集委員会を開催して、友

の会の各委員会の活動を中心に取材し、連載コラムの担当者や紙面構成を決定。取

材・執筆記事を持ち寄り、割付を最 終決定し、校正を終了します。現在、約５０

０部を印刷しています。あなたが利用されている区内の図書館で手にとってご覧く

ださい。 

また会員向けサービスとして毎月、翌月の友の会や中央図書館のイ

ベントを中心に、月末に葉書やメールで「たんしん」を発行し情報

提供しています。月末までに各委員会や中央図書館をはじめ、区内の

図書館でのイベント情報を収集し、郵送・送信を継続しています。 

 奇数月には中央図書館で「キーワード読書会」を開催しています。毎回、キーワードを決め、選

んだ本を持ち寄り、選択した動機や内容をそれぞれ１０分程度で紹介し、相互の意見や感想などを

述べ合う楽しい時間を過ごしています。新しい発見や興味を覚える瞬間と出会うことができます。 

ホームページ、メールも活用 
友の会の活動を会員以外の方にも知っていただくために、現在ホームページを開設しています。このホームペー

ジは葛飾区立図書館のホームページにもリンクしており、「友の会通信」や「たんしん」をはじめ、友の会主催の

イベントや過去の活動記録や最新情報など、PC やスマホ、携帯でいつでも見ることができます。 

    記事、イラスト、写真、WEBに覚えのある方 ぜひご参加を！ 
広報委員会は友の会の各委員会の活動や総会のご案内、毎年１１月に開催している「友の会ウィーク」や特別講

演会、その他のイベント情報などを各委員会と協力して、適宜、ポスターやチラシを作成・掲示、区内の図書館に

掲示・配架させていただいています。是非、友の会に入会していただき、ご一緒に活動しましょう 

 
 
 

 
友の会活動に積極的なご参加を 

葛飾図書館友の会会長 朝野熙彦 
会員の皆さまに委員会活動に関するご報告とお願いをさせていただきます。まず当会で現在活動中の委員会を確

認しますと総務委員会、広報委員会、ナイトシアター委員会、児童サービス応援委員会、CD・DVDコンサート委員

会の５委員会です。 

一方イベント委員会と展示企画委員会は残念ながら本年度は活動が行われていません。それぞれの委員長ご自身

のご多忙や体調上のご事情があってのことですので、やむをえないことです。そこで 7月 25日の第 1回役員会か

ら 12月 19日の第 3回役員会まで継続的に審議した結果、会則 10条 3項に従い両委員会の承認を取り消すことに

致しました。会員の皆さまへのご報告が遅くなりましたことをお詫び申し上げます。 

両委員会に所属するメンバーの皆さまにはこれまで友の会の活動にご貢献いただき感謝しております。今後は現

在活動中の５つの委員会のどれかに移籍していただきたくことをご検討ください。あるいは、どなたかが中心にな

ってイベント委員会と展示企画委員会を再開していただくことも歓迎します。いつでも役員会にお申し出ください。 

特にイベント委員会が担われてきた役割は、友の会の新しい活動を創出することにありました。その意味でアイ

デア力が必要なだけでなく、仲間と一緒に新しいボランティア活動を始めるよい機会でもあります。会員の皆さま

の中で、「何か新しい活動」に取り組みたいという方は、ぜひ今からご構想いただき、次回の総会または総会後の

ライブラリーカフェの機会に積極的にご提案いただきたくお願いします。 

クリックで友の会ＨＰへ 

アドレス：katsutomo.jimdo.co 

 

 

        検索 
 

葛飾 友の会 

友の会委員会の紹介｢その４」 広報委員会 



 4 

シリーズ③   こんな本みつけた！ こんな本よんだ！ 

『デルフィニア戦記』全１８巻 茅田 砂胡著（中央公論社 C★NOVELS） 

阿部 京子 

3.11 あの地震の時、本棚は倒れなかったが、本は書棚から投げ出され、

廊下を塞いだ。そんな反省もあり 3 月は本棚を整理する。そして、こん

な本を見つけてしまう。何度も何度も読み直しているが、手に取ると、

また読み始めてしまう危険物。全１８巻もあるのでかなりの本の旅とな

る。 

ライトノベルというジャンル。表紙イラストのいかにも若者向けとい

う絵にためらって読まないのは損。策略により放浪する国王ウォルの前

に異世界から現れためちゃくちゃ強い美少女（もとは男子）リィの物語。

「放浪の戦士」「黄金の戦女神」「白亜宮の陰影」「空漠の玉座」「異郷の煌姫」「獅子の胎動」と各巻の題

名を見ただけで敬遠してしまいそうだが、とにかく最初の１巻を手に取って欲しい。ファンタジーであり、戦

記物であり、実はＳＦでもある。物語好きにはたまらない展開。第１巻の最後、「大丈夫です。父上。参りま

しょう。あの方のもとへ！」のあたりでつい感動してしまったら、あとは１８巻まであっという間に走り抜け

られる。ただし、電車内での読書にはお勧めしない。つい吹き出したり、乗り越したりしてしまう事態になる

こと必至なので。 

なぜかこの主人公たちが活躍する宇宙船が乱舞する「クラッシュ・ブレイズ」という本格物っぽいＳＦのシ

リーズもあり、クロスオーバーの極致。ちみにこのシリーズはノベルスでは年輩の方には買いづらいという声

があるという理由で文庫化されている。もちろん葛飾区の図書館にも所蔵されている。ご一読を。 

        （あべ・きょうこ 友の会広報委員長） 

★★★★★★ 「葛飾図書館友の会」で一緒に活動しませんか！★★★★★★ 

『友の会』は多くの会員によって活動しています。図書館を利用されている方、活動趣旨に賛同される方々、

是非ご入会いただいて、あなたの図書館に関わるいろいろなアイデアを少しずつ実現してみませんか？ 原則

として第３土曜日の午後１時から４時まで中央図書館内で、また友の会の開催イベント時でも直接の入会受付

を行っていますので、是非ご利用ください。年会費

は一般会員 1,000 円、賛助会員は１口 2,000 円

です。上記の方法が利用できない場合、入会希望者

は中央図書館に入会届をご提出の上、年会費を右記

の口座に納入してください。図書館での年会費の直接納入はできません。「通信欄」に一般あるいは賛助会員

かを明記の上、２８年度年会費とご記入下さい。また 1 口 500 円の寄付も大歓迎です。払込手数料は窓口で

は１３０円、ＡＴＭからでは 80 円です。恐れ入りますが、ご負担をお願いいたします。入会届はＨＰ

（http://katsutomo.jimdo.com/）からもダウンロードできます。 

お問合わせ先 中央図書館友の会担当者（打越さん、吉村さん、白井さん、川井さん） ℡ 03-3607-9201 
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予
約
待
ち
の
状
況
に
な
る
場

合
が
多
い
。
穴
場
は
何
と
言
っ
て
も
地
区
図

書
館
で
、
意
外
に
最
新
版
が
書
棚
で
待
っ
て

い
て
く
れ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
気
に
入

っ
た
案
内
書
は
買
っ
て
持
っ
て
行
く
の
が
マ

ナ
ー
だ
ろ
う
。 

（
中
里
広
報
委
員
） 

 色
え
ん
ぴ
つ 
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